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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、木を単に造形作品の素材・材料としての視点から捉えるのではなく、樹木そのも
のを信仰の対象として崇拝し、美の対象として描いてきた、日本人の樹木に対する精神のあり
ようにまで踏み込んで調査し考察することが主たる目的であった。このような視点から調査研
究を進めてきた結果、たとえば山形・熊野神社の伝十王坐像にトチ、静岡・建穂寺の千手観音
立像にクスノキがあえて用いられている背景には、用材としての性能ではなく、信仰的な意味
合いが強く意識されていたことなど、日本人と樹木の関係にかかわる貴重な成果が得られた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

This research examines wood not only as material and medium for sculptures and carvings 

but also from the perspective of trees themselves as objects of faith and worship and 

as subjects depicted in art. The study also focuses on the spiritual consciousness of 

the Japanese towards trees. As a result of pursuing our research from these viewpoints, 

important discoveries in the relationship between people and trees were found. For example, 

the selection of woods—such as Japanese horse chestnut (Aesculus turbinata Blume) for 

a seated image of a deity, which is purported to be one of the ten kings of hell, at Kumano 

Shrine in Yamagata Prefecture and camphor (Cinnamomum camphora) for a standing image of 

a thousand armed Kannon at Takyo-ji Temple in Shizuoka Prefecture—was not necessarily 

determined by their material quality but for their religious or spiritual significance. 

These findings indicate a spiritual awareness in Japan towards trees. 
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１．研究開始当初の背景 

 美術作品における樹木の果たした役割に
関する研究としては、仏像に用いられた材の
樹種に関する研究などはあったが、素材とし
ての樹木だけではなく、用材の選択にあたっ
ての我々日本人の精神的背景にまで踏み込
んだ研究はなかった。また、美の対象として
描かれる樹木の背後にある日本人の美意識
や精神性に関する研究も、樹木という視点の
からのものは皆無であった。したがって当研
究のテーマは、わが国の美術史研究上かつて
ない視座からのものであったといえよう。 

 

２．研究の目的 

 本研究は、先史時代より明治時代に至るま
での、樹木を素材・主題とした美術工芸遺品
を通じて、従来蓄積されてきた歴史学の諸成
果をフィードバックしながら、日本の木の文
化を、他の東アジア諸国のそれと比較しなが
ら、位置づけることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

 木を素材として用いた彫刻、書画（木を素
材とする紙という観点から）、漆工を中心と
する工芸作品および、木を題材として描いた
（表わした）絵画、染織、金工、陶磁などの
作品を、目視および様々な科学的手法を援用
して詳細に調査することにより、日本文化の
背景に通底する樹木への信仰および、その造
形化に際しての思想を明らかにし、東アジア
社会の中での独自性を浮き彫りにする。 

 調査手法としては、社寺をはじめとする諸
機関に所蔵される文化財の調査を基本とす
る。すでに京都国立博物館には過去数十年に
わたる京都での社寺調査の歴史がある。それ
によって蓄積されたデータを有効に活用す
るとともに、今回の調査で得られた日本各地
の文化財データと比較検討を行った。 

 調査においては、各文化財に関して詳細な
調書を作成し、大型カメラによる写真資料を
収集した。また、一部の作品に関してはファ
イバースコープやマイクロスコープ、赤外線
カメラなどの科学的手法も援用し、あらたな
視点からのデータ収集も行った。 

 
４．研究成果 
 初年度に調査した京都・八坂神社では神像
内より銘文を発見した。その成果は京都国立
博物館の研究紀要『学叢』誌上に発表されて
いる。また、静岡・建穂寺の調査では、安置
仏中に多くの古仏が含まれていることが判

明した。その成果をもとに平成２２年４月静
岡市のフェルケール博物館において、京都国
立博物館が特別協力として携わった展覧会
が開催された。 

 第二年度に調査した京都・法界寺では秘仏
の十二神将を調査した。また、香川・与田寺
の不動明王に関して三次元計測を行い、当初
の形状をバーチャルに復元し、いずれもその
成果は中間報告会で公表した。 

 第三年度に調査した京都・悲田院では阿弥
陀如来像の像内より銘文を発見し、これが快
慶作品であることが判明した。本件も中間報
告会にて報告した。また、館蔵品の印籠をエ
ックス線撮影したところ、その素材に関して
新たな知見が得られた。本件に関しては平成
２２年６月に文化財保存修復学会において
発表した。 

 また、第三年度に調査した山形・熊野神社、
第四年度に調査した静岡・宝林寺、大雄寺（両
寺とも黄檗寺院）などでは、いずれも未知の
文化財を発見することができた。 

これらの成果は最終年度に発行した二冊
の報告書（〈考察編〉〈報告編〉）において公
表した。また、静岡の黄檗寺院における調査
の成果は、４年後に浜松市博物館で予定され
ている、浜松の黄檗寺院をテーマにした展覧
会おいて、ひろく一般に向け公開する予定で
ある。 
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